
 

 

 

 

 

令和５年８月 31日  

 

空自三沢基地に配備予定の早期警戒機Ｅ－２Ｄの岩国基地への陸揚げについて 

 
 このことについて、本日（31 日）、中国四国防衛局から説明があり、これを受けて、
要請等を行いましたので、下記のとおりお知らせします。 
 

記 

１ 日 時 令和５年８月 31日 10時 00分 

２ 場 所 市長応接室 

３ 相手方 中国四国防衛局長        西方 孝 （にしがた たかし） 

４ 対応者 市長   福田 良彦（ふくだ よしひこ） 

５ 国の説明内容 ※別添 防衛省説明資料参照 
○ 空自三沢基地に配備する早期警戒機Ｅ－２Ｄ（３機）について、令和５年度中に
米本国から岩国基地まで、米側により船舶による海上輸送が実施される。 

○ 現時点において、岩国基地への米艦船の入港日は決まっていないが、米国からは
２機が 11月頃、３機目が来年３月頃に入港予定と聞いている。 

○ Ｅ－２Ｄは、米国政府の責任において、飛行できる状態の機体が三沢基地において
引き渡されることとなっており、そのため、日本政府に引き渡される前に、機体整備
や機能確認のための飛行が必要であることから、米側の判断として、港湾施設を有す
る米軍岩国基地に船舶で輸送し、陸揚げを行い、機体整備や機能確認の飛行を行った
上で、三沢基地へ飛行することとしている旨の説明を米側から受けている。 

○ 機体を迅速かつ確実に陸揚げし、陸揚げされたＥ－２Ｄの保護処置の解除（開梱）
及び飛行のための準備（機体準備）を行うことができる米軍施設としては、日本で
は岩国基地が最適であり、理解いただきたい。 

○ 陸揚げ等に当たっては、米側に万全を期すことを要望するとともに、地域の方々
に不安感を与えることがないよう、しっかり取り組んでまいる。 

○ 輸送時期等の詳細については、状況の進展に応じ、改めて知らせる。 

６ 国への要請内容（口頭要請）及び回答 

 【要請内容】 

   ○ 陸揚げ作業や機能確認のための飛行等に当たっては、安全対策に万全を期すなど、

地域住民に与える影響を最小限とすること。 

   ○ 今後の陸揚げ予定について、決まり次第、日程や内容等の情報提供をすること。 

   ○ 国内配備機の今後の陸揚げについて、岩国での実施を通例としないよう配慮する

とともに、岩国で実施しようとする場合においては、岩国である必要性について、

あらかじめ十分な情報提供をすること。 

  【回答内容】 

   要請のあった事項も踏まえ、日米間で連携を図りながら、引き続きしっかり対応

してまいる。 

                                          

問い合せ先 総合政策部基地政策課  Tel 0827-29-5024 Fax 0827-21-3572 

 



 

 

 

令和５年８月 

防  衛  省 

 

早期警戒機（Ｅ－２Ｄ）の領収について 

防衛省は、我が国周辺空域における防空態勢を強化するた

め、早期警戒機Ｅ－２Ｄの導入を進めております。 

これまでに５機のＥ－２Ｄを三沢基地に配備しており、令

和５年度中に、新たに３機を受領して配備する予定です。 

 当該機は、米軍岩国基地を経由して、三沢基地に到着する

予定です。 

 

 

 

別紙 


